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スヌースの紹介

スヌースとは？そして用途は？
スヌースは、300年以上前から使用されている口腔用タバコ製品です。スウェーデン語の「スナッフ（嗅ぐも
の）」にちなんで名付けられたスヌースは、挽いたタバコの葉に塩と水を混ぜて作られます。また、食品用の
タバコの煙の香りやその他の香料が含まれている場合もあり、ポーションスヌースと呼ばれる小さなティー
バッグ状の小袋に入れたり、バラで上唇の下に置いたりして使用します。

スヌースは北欧、特にスウェーデンとノルウェーで最も広く使われており、「スウェーデン・スヌース」と呼ば
れる形態の製品が市場の多くを占めています。

 

スヌースは、唇の下に装着することから、別の製品であるニコチンパウチと混同されることがあります。しか
し、スヌースとは異なり、ニコチパウチにはタバコが含まれていません。その代わり、植物繊維にニコチンを
染み込ませて作られていますi。

スヌースがタバコやリスクの高い口腔用タバコより安全な理由
喫煙による健康への影響は、燃焼の差異煙の中に含まれる有害な化学物質の合成物によって引き起こさ

ポーションスヌースの画像。著者：Alekos
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れるとされています。スヌースはタバコと違い、タバコを燃やさないため、喫煙に伴うリスクの多くを回避す
ることができます。

スウェーデンのスヌースは、その製造方法においても、他の口腔用タバコ製品とは一線を画しています。他
のスモークレスタバコとは異なり、スウェーデンのスヌースのタバコは発酵させずに低温殺菌されていま
す。この熱処理により、タバコ製品に含まれるさまざまな有害物質の生成を助けるバクテリアの繁殖が抑制
されます。また、低温殺菌は化学的安定性にとっても優れており、より長く製品を保存することができます。

北欧のスヌースのほとんどはスウェーデンで製造され、スウェーデン食品法のもと食品として規制されてい
ます。また、スヌース製品の自主品質規格であるGothiaTek®規格があり、金属、亜硝酸塩、ニトロソアミン、
農薬、マイコトキシン、アルデヒドなどの特定の成分について最大値を定めていますii。また、タバコの栽培
方法についても厳しい要件が設けられています。スヌースに使用されるタバコは、空気硬化または日光硬
化されており、有害物質であるベンゾ（a）ピレンの濃度を大幅に削減していますiii。

製造方法と成分は時代とともに変化していますが、スヌースの製造方法は20世紀に入ってから、より安全
に重点を置くようになりました。過去数十年の間に各メーカーが導入した変更により、製品に含まれる不要
な物質量は大幅に削減されました。

喫煙者はタバコからスヌースに切り替えるべきか
何世紀にもわたって使用されてきたにもかかわらず、スヌースの安全性が疫学的・臨床的調査によって確
認されたのはごく最近のことです。しかし現在では、完全に禁煙した人とスヌースに切り替えた喫煙者の間
で健康調整余命にほとんど差がないことが研究によって示されていますiv。

スヌースは、タバコの煙に含まれるさまざまな有害物質の含有量を低く抑えることができます。例えば、低
温殺菌処理により、スヌースに含まれるタバコ特有のニトロソアミンの量が抑えられています。これらの化
学物質は、タバコに含まれる主要な発がん性物質の1つであり、タバコと無煙タバコの使用による肺、口腔、
食道、肝臓のがんと関連があると言われていますv。

米国では、肺がん死亡のうち約80％から90％が喫煙に関連していますvi。 しかしスヌースは、燃焼がなく、タ
バコ成分の曝露が気道を通して吸入されないため、肺がんのリスクはないと言えますvii。 一酸化炭素を吸
引することもありません。

スヌースの使用と口腔咽頭癌（口のすぐ後ろの喉の部分に影響を与える癌）の間には関連性はありませ
ん。viii 対照的に、英国では口腔咽頭癌の25％は喫煙が原因ですx。 タバコの代わりとして使用するスヌース
は、心血管疾患の発生を減らす可能性も見られていますxi。

スヌースの使用と糖尿病の関連性はほとんど報告されていません。研究では、スヌースの大量消費（週4缶以
上）は糖尿病発症のリスクとなる可能性が示唆されていますが、これらの結果は決定的ではありませんxii。

スウェーデンとノルウェーでは、スヌース使用が多い人ほど喫煙関連疾患のリスクが低いことがわかって
います。スウェーデンでは、喫煙からスヌースに切り替える人が急増し、2018年では男性の23％が毎日スヌ
ースを使用していますxiii。 スウェーデンはヨーロッパの中でも圧倒的に喫煙率が低くxiv、15歳から54歳の成
人人口において、成人喫煙率5％未満と定義される「スモークフリー状態」に達した唯一のEU国家となって
います。これに対し、EU全体の平均喫煙率は26％ですxv。スウェーデン人男性のタバコ関連死亡率もヨーロ
ッパで最も低く、10万人当たりの喫煙に起因する死亡数が152人であるのに対し、ヨーロッパ平均の死亡
数は373人ですxvi。
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また、ノルウェーの喫煙率は非常に低く、毎日喫煙する人口は成人の8％にとどまり、若者の間ではスヌー
スの使用率が高まっています。16～24歳の女性のうち喫煙者はわずか1％で、約12％が毎日スヌースを使
用していますxvii。

スヌースはタバコ喫煙の入り口となり得るか
ゲートウェイ仮説によると、これまで喫煙していな かった人がスヌースを使用すると、非使用者よりも喫煙
を始める可能性 が高くなると予測されています。しかし、スウェーデンでゲートウェイ効果の可能性を検証
した証拠の見解では、スヌースは喫煙に向かうというより、むしろ喫煙からユーザーを遠ざけるのではない
かと示唆されていますxviii。安全なニコチン製品としての地位を持つスヌースは、禁煙を助けるツールとして
機能するだけではなく、そもそも喫煙を始める人の割合も減少させる可能性があります。

スヌースは全世界で合法か
スヌースは世界38カ国で禁止されており、その多くの国での規制状況は複雑です。EU域内では、スヌースを
オンラインで購入したり、取引のために製品を輸入することは違法ですが、人々が個人的に使用するために
輸入することを妨げる法律は存在しません。この規則は、1995年のEU加盟時にディロゲーション（免除）を得
たスウェーデンを除く、EU加盟国すべてに適用されます。この法律は、1992年に英国でSkoal Banditsという
湿った無煙タバコのブランドが発売され、口腔用スナッフが禁止された後に制定されましたxix。スヌースは、
オーストラリア、バーレーン、リヒテンシュタイン、マケドニア、モンテネグロ、ニュージー ランド、ロシア連邦、
トルコ、トルクメニスタン、英国、バヌアツでも禁止されています。

スヌースの入手可能性の拡大は、公衆衛生にどのような利益をもたらすか
もしEUでスヌースの禁止令が撤回された場合、EUでは30歳以上の男性で年間約32万人のタバコ関連の
早期死亡を防ぐことができると見込まれているxx。欧州委員会のレビューでは、無煙たばこ製品をたばこに
完全に置き換えることで、最終的に現在喫煙によって引き起こされている呼吸器疾患による死亡をほぼす
べて防ぎ、現在喫煙によって生じている心血管死亡率を少なくとも50％減少させると結論付けているxxi。

規制当局や保健機関によるスヌースへの見解
2016年の報告書「Nicotine without smoke」よりタバコの害の軽減について、英国の王立医師会は、より
安全なニコチン製品としてのスヌースの可能性に言及しました。それは次のように述べています。「スウェー
デンにおける[...]スヌスの入手可能性と使用は、[...]かなりの割合の喫煙者が、健康への危険性が低い、社
会的に受け入れられ、手頃な消費者の代替品があれば、喫煙タバコから代替品に切り替えることを示して
います」xxii。

2019年10月、米国連邦医薬品局（FDA）は、スヌースメーカーのスウェディッシュマッチに同局初の修正リスク
タバコ製品（MRTP）命令を与えましたxxiii。この決定により、同社の一般スヌースの8製品に、タバコを吸うの
と比較して特定の健康影響のリスクが低いという特定の情報を添えて販売することが許可されました。

FDAのまとめにはこうあります。「8種類の一般的なスヌースを独占的に使用することで、個々のタバコ使用
者の害とタバコ関連疾患のリスクを大幅に削減できることが実証されている」とし、「8種類の一般的なスヌ
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ースMRTPは、集団全体の健康に利益をもたらす」と付け加えています。またFDAは、「タバコの代わりにジ
ェネラル・スヌースを使用すると、口腔癌、心臓病、肺癌、脳卒中、肺気腫、慢性気管支炎のリスクが低くな
る „という主張は、科学的に正確である」と述べています。

Global State of Tobacco Harm Reductionの活動、またはこのGSTHRの記事で提起された点に関する詳細に
ついてはinfo@gsthr.org までお問い合わせください。

世界各国のスヌースの法的地位と入手可能性に関する詳細については、Global State of Tobacco Harm 
Reductionデータベースをご覧ください。国を選択してクリックすると、スヌースに関する特定の国の情報を見
ることができます。

私たちについて： Knowledge•Action•Change (K•A•C) は、人権に根ざした公衆衛生戦略として、有害物
質の削減を推進しています。40年以上にわたり、薬物使用、HIV、喫煙、性的健康、刑務所における有害物質
削減活動に携わってきた経験を持っています。K・A・Cは、たばこの健康被害軽減低減をめぐる世界の状況 
(GSTHR)を運営し、世界200以上の国と地域におけるたばこ害軽減の発展、より安全なニコチン製品の使用、
入手、規制対応、喫煙率や関連死亡率についてマップを作成しています。すべての出版物とライブデータにつ
いては、https://gsthr.orgをご覧ください。

資金調達：GSTHRプロジェクトは、米国の独立非営利団体（501(c)(3)）であるthe Foundation for a Smoke 
Free Worldからの助成金によって制作されており、米国の法律により、寄付者から独立して運営することが義
務付けられています。このプロジェクトとその成果物は、助成金契約の条件により、財団から独立しています。
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